
 

 

ここにいるすべての仲間から最高のプレゼント 
校長 大石 吉郎 

区内の桜の名所の一つである旧中川の河川敷沿いでは、春の訪れ

を告げる早咲きの「カワヅザクラ」が見ごろを迎えていることがニュース

で報道されていました。日に日に春を迎える喜びが感じられる３月にな

ろうとしています。古川沿いの木々にも、新しい芽がふくらみ始めました。   

いよいよ本校も教育活動のしめくくりの月となり、「６年生を送る会」

が先日行われました。体育館の中央に花のアーチがセットされ、6年生

は、その花道を１年生と共に入場してきました。１年生と並んでいることも

あり、6年間の成長ぶりに改めて驚かされました。 

「６年生を送る会」の直前の全校朝会で、「ありがとう」の反対の言葉

を考えて、この会に臨んでほしいことを子供たちに伝えました。成長の節目である「６年生を送る会」を通して、

「ありがとう」の反対は「あたりまえ」であることを話し「あたりまえ」だと思って過ごしていることについて考える

よい機会にもなりました。 

「ここにいるすべての仲間から最高のプレゼント」の言

葉は、全校児童で歌った「ベストフレンド」の歌詞の一部

です。６年生と一緒に歌う最後の合唱曲でした。 

各学年、学級の出し物からたくさんのありがとうの意味

が込められた、「最高のプレゼント」が６年生に渡されま

した。６年生がそばにいて支えてくれていたことが「あたり

まえ」に感じてしまうほど、頼りになる存在であったことが

よくわかりました。 

また、５年生が中心になって会の進行に取り組み、後半のたて

わり班での給食や活動などでも役割を立派にやり遂げていまし

た。その姿を見てとても頼もしく感じました。４月からの最高学年で

の活躍が、さらに楽しみになりました。（右の写真：５年生はビブス

を付けていました。） 

 

４６億年の歴史をもつ地球、そして約８０億人と言われる地球上

の人口、途方もなく大きな数字の中で、同じ時代に生まれ、同じ地

域に住み、縁あって同じ学校で出会う。地球の歴史からは、まばたきほどの瞬間に「二之江小学校」で時間と空

間を共有していることは、奇跡的なことです。 

そして、 「人との出会い」は縁であり、奇跡の重なりでもあります。出会いがあれば、別れもあります。特に 3

月は、子供たちにとっても、卒業や進級に伴うクラス替え、転居による転校など親しかった友人や先生とのお別

れの季節を迎えることになります。日々成長して、大人になっていく子供たちにとって、本校で出会った奇跡が、す

てきな思い出と重なりあって記憶に刻まれ、これからの人生の糧となり「心のふるさと」になることを願っていま

す。  

最後になりましたが、今年度も保護者の皆様、地域の皆様方には、子供たちの笑顔のために多大なるご支援

ご協力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。 
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 ３日（火）よむYOMUタイム SC来校 

 ４日（水）安全指導 

 ５日（木）保護者による読み聞かせ 

      委員会（５・６年） 

 ６日（金）謝恩会（６年） 

      １～５年は４時間授業 

（13：20下校）、 

６年は６時間授業 

（15:30下校予定） 

 10日（火）児童集会 SC来校 

      避難訓練（津波・二次避難） 

 11日（水）生活指導 

      保護者会 

（低・わ：13：45～、 

全体会14：30～、 

高：14：45～） 

 12日（木）教員による読み聞かせ  

クラブ（４～６年） 

 13日（金）全校朝会  

お別れバイキング給食 

（６年） 

17日（火）卒業式予行（５・６年） SC来校 

     １～４年は４時間授業 13：20下校 

     ５・６年は６時間授業 15：30下校 

18日（水）給食指導 

19日（木）朗読会 

20日（金）春分の日（休業日） 

23日（月）卒業式前日準備（５年） 

（14：30下校） 

ありがとうの会 

     卒業式準備のため１～４年・６年は、 

４時間授業（13：05下校） 給食終 

24日（火）卒業式（５・６年） 

     ※１～４年は登校なし 

25日（水）修了式 C時程  

４時間授業（12：20下校） 

 

令和８年度１学期始業式および入学式は 

４月６日（月）です。 

「ウインタースクールを終えて」 

第５学年担任  

５年生は、１月２５日から２７日までの３日間、新潟県南魚沼市でウインタースクールを行いました。３

学期が始まってすぐの時期でしたが、子供たちは少しずつ準備を進め、当日を迎えることができました。 

 今回のウインタースクールでは、班ごとに役割を決めて活動しました。班をまとめる「班長」、部屋をき

れいに使えるよう声をかける「生活係」、体調に気を配る「保健係」、食事のあいさつや配膳を行う「食事

係」、そして夜のレクリエーションを考え、進める「レク係」です。それぞれが「自分にできることは何か」

を考え、仲間のために行動しようとする姿が見られました。 

 期間中は寒波の影響で、たいへん寒い中での活動となりましたが、大きなけがや体調不良もなく、すべて

の予定を無事に終えることができました。特に心に残っているのは、「みんなが楽しく過ごせるようにしよ

う」と声をかけ合いながら協力する子供たちの姿です。アイデアを出す子、準備を進める子、周りを気づか

う子など、それぞれが自分のよさを生かしながら、一つ一つの活動をつくり上げていました。 

 このウインタースクールを通して、子供たちは友達と力を合わせることの大切さや、自分の役割をやりと

げる喜びを感じることができたように思います。一方で、次の学年に向けては、「先のことを考えて動くこ

と」が今後の課題です。今回の経験を、これからの学校生活に生かしてほしいと願っています。 

 最後になりますが、当日に向けての準備や体調管理、また、当日のお見送りやお出迎えなど保護者の皆様

には多くのご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。これからも、学校と家庭が力を合わせて、

子供たちの成長を見守っていけたらと思います。 

３月行事予定 


